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番号 項目 指摘日 コメント内容

1 火山
２０２２年
４月２５日

令和4年3月25日に産業技術総合研究所地質調査総合センターより発行された恵山火山
地質図の既許可評価への影響について説明すること。

コメントリスト
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火山影響評価
（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）
(コメント1回答）
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【原子力施設に影響を及ぼし得る火山の抽出の概要】

既許可（R2.11.11）の申請での評価
・火山の活動年代が一覧で整理されている文献を整理し，
地理的領域内の第四紀火山「55火山」を抽出。

・地理的領域内の第四紀火山「55火山」を対象に個別文献調査
を行い，階段ダイヤグラムを作製。

・原子力施設に影響を及ぼし得る火山「24火山」を抽出。

今回申請（R4.1.20）での評価
・日本の火山（第3版）データベース更新（八甲田黒森，八甲田八幡岳
を八幡岳火山群に統合）に伴う，火山の抽出の見直し。

・地理的領域内の第四紀火山を「54火山」に見直し。
（八甲田黒森，八甲田八幡岳を八幡岳火山群に統合。）

・原子力施設に影響を及ぼし得る火山を「25火山」に見直し。
（八幡岳火山群を追加。）

・恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）発行に伴う，火山の抽出の
見直しはなし。

【原子力施設に影響を及ぼし得る火山事象の概要】

既許可（R2.11.11）の申請での評価
・現在の洞爺カルデラは，後カルデラの活動期にあることから，
洞爺火山灰は評価対象外。

・敷地付近で確認されている恐山の宮後テフラに加え，北海道駒ヶ岳
ｄテフラ，十和田中掫テフラを対象に降下火砕物シミュレーション
を実施。

・風向，風速の不確かさを考慮した降下火砕物シミュレーションの
結果，恐山の宮後テフラの層厚が最大（30cm）となり，設計層厚
を30cmとした。

今回申請（R4.1.20）での評価
・日本の火山（第3版）データベース更新（八甲田黒森，八甲田八幡岳
を八幡岳火山群に統合）及び恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）
発行に伴う，既許可（R2.11.11）の申請での評価からの変更なし。

【抽出された火山の個別評価の概要】

火砕流

既許可（R2.11.11）の申請での評価
・敷地において恐山の火砕流堆積物が確認されていることから，文献調
査と地質調査に加え，地震波トモグラフィー，電磁法探査，火山ガス
分析，地震観測，地殻変動観測を行い，火砕流が施設供用期間中に発
生する可能性は十分に小さいと評価。

・火山ガス分析，地震観測，地殻変動観測については，継続実施してい
ることから，観測データを追加。

今回申請（R4.1.20）での評価
・日本の火山（第3版）データベース更新（八甲田黒森，八甲田八幡岳
を八幡岳火山群に統合）及び恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）
発行に伴う，既許可（R2.11.11）の申請での評価からの変更なし。

火山モニタリング

既許可（R2.11.11）の申請での評価
・恐山を対象に火山ガス分析，地震観測，地殻変動観測を実施。
・火山の状態に変化がないことを継続的に確認。
・地震観測および地殻変動観測に基づくモニタリングの判断
基準とフロー（案）を策定。

・モニタリングの判断基準とフロー（案）は継続的に改善。
・観測データに有意な変化があった場合の対処方針を例示。

今回申請（R4.1.20）での評価
・日本の火山（第3版）データベース更新（八甲田黒森，八甲田八幡岳
を八幡岳火山群に統合）及び恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）
発行に伴う，既許可（R2.11.11）の申請での評価からの変更なし。

火山の影響評価結果（概要）
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【火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要】

令和4年3月25日に，「恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）」が，産業技術総合研究所地
質調査総合センターより発行された。

三浦ほか(2022) を考慮しても「個別評価」，「影響評価」の結果に変わりはなく，火山
影響評価について，既許可（2020年11月11日）申請の評価から変更がないことを確認し
た。

１．火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要
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【恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）の知見】
恵山の活動履歴について，古い順に，後期更新世の活動を更新世活動期4から更新世活動
期1，完新世の活動を完新世活動期とするとともに，主要噴出物ごとの年代，噴出量，噴
出物の分布が示された。
約1万1千年前以降，現在までにかけて，比較的小さい噴火によると考えられる15層準の
噴火堆積物を再定義。

１．火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要
恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）の既許可評価への影響

【既許可評価への影響】
既許可評価における恵山の活動年代に変更はなく，完新世に活動を行った火山であり，
施設に影響を及ぼし得る火山であることに変更なし。
三浦ほか(2022)による恵山の全噴出物の分布は，日本の火山(第3版)（中野ほか編(201
3)）と大きな違いはなく，火砕物密度流が施設に影響を及ぼす可能性はないとした既許
可評価に変更なし。
三浦ほか(2022)による恵山の全噴出量は，Miura et al.(2013)と大きな違いはなく，恵
山における降下火砕物を伴う主要な火砕堆積物のうち既往最大は，既許可評価と同様に
火砕堆積物１（EsHD1）であり，既許可評価において検討対象として選定した降下火砕物
に変更なし。
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１．火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要
恵山の噴出物の分布

三浦ほか(2022)による全噴出物の分布は，中野ほか編(2013)と大きな違いはなし。

三浦ほか(2022)による恵山火山地質図中野ほか編(2013) による200万分の1地質編集図（恵山周辺を拡大）

恵山

恵山丸山
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１．火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要
火山の活動履歴 【恵山】（三浦ほか(2022)内容の反映前）

恵山に関する評価

火山名 恵山

敷地からの距離 約50km

火山の形式 複成火山，溶岩ドーム

活動年代 約5万年前～最新噴火AD.1874

評価
完新世に活動を行った火山

→施設に影響を及ぼし得る火山

恵山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

：噴出量の累積(km3)
：噴出量(km3)

※網掛け部は中野ほか編（2013）による年代の幅を表す。

注）火山名，火山の形式，活動年代，火山地質図は中野ほか編(2013)に基づく

恵山の活動履歴

年代
（ka）

活動期，火山名 主要噴出物名
噴出量

参考文献
（DRE km3）

AD.1874
後期

Es-6
0.484

Miura et al. (2013)
恵山火山
防災協議会（2001）
荒井（1998）
荒井ほか（1998）
安藤（1974）
西来ほか編（2014）

Es-MP 等

中期
EsHD1

0.796
EsHD4 等

初期
Es-P2pfl

不明
50ka Es-P1pfl

恵山

23.恵山
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１．火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要
火山の活動履歴 【恵山】（三浦ほか(2022)内容の反映後）

恵山に関する評価

火山名 恵山

敷地からの距離 約50km

火山の形式 複成火山，溶岩ドーム

活動年代 約5万年前～最新噴火AD.1874

評価
完新世に活動を行った火山

→施設に影響を及ぼし得る火山

恵山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

：噴出量の累積(km3)
：噴出量(km3) ※網掛け部は三浦ほか（2022）による年代の幅を表す。

注）火山名，火山の形式，活動年代，火山地質図は中野ほか編(2013)に基づく

恵山の活動履歴

年代
（ka）

活動期，火山名 主要噴出物名
噴出量

（DRE km3）
参考文献

AD.1874

完新世活動期

完新世小規模噴火（15層準）
御崎溶岩ドーム（Mi）
元村火砕堆積物 (EsMP)
恵山山頂溶岩ドーム (Ed)

－
0.077
0.005
0.4

三浦ほか（2022）

更新世活動期1
火砕堆積物１ (EsHD1)
スカイ沢山溶岩ドーム (Sk)
椴山溶岩ドーム (Td) 

0.0079
0.047
0.05

更新世活動期2
火砕堆積物２ (EsHD2)
南外輪山溶岩ドーム (Ss)

0.00024
0.15

更新世活動期3
火砕堆積物３ (EsHD3)
北外輪山溶岩ドーム (Ns)

0.003
0.24

50ka
更新世活動期4

火砕堆積物４ (EsHD4)
海向山溶岩ドーム (Ka)

0.0054
0.29

23.恵山

・青：個別文献年代値

8.62～6.8
(Ed, EsMP, Mi)

31.08(EsHD1)

33.74(EsHD2)

39.95～36.50
(EsHD3)

43.29
(EsHD4)

中野ほか編（2013）による活動年代

完新世小規模噴火

EsHD4
Ka
↓

EsHD3
Ns
↓

EsHD2
Ss
↓

EsHD1
Sk
Td
↓

EsMP
Ed，Mi

↓

恵山の活動履歴の詳細が示されたが，恵山が完新世に活動を行った火山であり，施設に影響を及ぼし得る火山であることに変更なし
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１．火山影響評価（恵山火山地質図（三浦ほか(2022)）内容の反映）の概要

54火山 14火山

11火山

25火山

該当
なし

恐山の水蒸気
噴火を考慮

その他の火山事象が施設に
影響を与える可能性は小さい

今回対象外

火山影響評価フロー（原子力発電所の火山影響評価ガイドの基本フローに加筆）

恐山

内容に変更なし
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２．施設に影響を及ぼし得る火山の抽出

地理的領域内（施設から半径160kmの範囲）において，施設に影響を及ぼし得る火山を抽出した。

11

今回対象外

火山影響評価フロー（原子力発電所の火山影響評価ガイドの基本フローに加筆）

内容に変更なし
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２．１ 地理的領域内の第四紀火山

地理的領域内（施設から半径160kmの範囲）におけ
る第四紀火山を文献調査等から54火山抽出した。

※1：「日本の火山（第３版）」（中野ほか(2013)*）による。※2：敷地から各火山までの距離
*：中野ほか（2013）については，WEB版が2021年6月11日に更新されたため反映した。以降の中

野ほか（2013）についても，これを反映している。

火山名※1 離隔(km)※2

1 支笏カルデラ(しこつ) 158
2 樽前山(たるまえ) 149
3 風不死岳(ふっぷしだけ) 152
4 恵庭岳(えにわだけ) 160

5
倶多楽・登別火山群

(くったら・のぼりべつ)
126

6
ホロホロ・徳舜瞥
(とくしゅんべつ)

142

7 オロフレ・来馬(らいば) 135
8 尻別岳（しりべつだけ) 160
9 鷲別岳(わしべつだけ) 122
10 洞爺カルデラ(とうや) 144
11 洞爺中島(とうやなかじま) 143
12 有珠山(うすざん) 136
13 虻田(あぶた) 143
14 写万部山(しゃまんべやま) 155
15 長磯(ながいそ) 143
16 砂蘭部岳(さらんべだけ) 121
17 濁川カルデラ(にごりかわ) 108

18
渡島毛無山

(おしまけなしやま)
104

19
北海道駒ヶ岳

(ほっかいどうこまがたけ)
92

20 木地挽山(きじびきやま) 85
21 横津岳(よこつだけ) 76
22 恵山丸山(えさんまるやま) 57
23 恵山(えさん) 50
24 銭亀(ぜにかめ) 54
25 函館山(はこだてやま) 64
26 知内(しりうち) 76
27 渡島大島（おしまおおしま) 158
28 渡島小島（おしまこじま) 120
29 陸奥燧岳(むつひうちだけ) 19

火山名※1 離隔(km)※2

30 大畑カルデラ(おおはた) 22
31 野平カルデラ(のだい) 33
32 於法岳(おほうだけ) 26
33 恐山(おそれざん) 14
34 岩木山(いわきさん) 111

35
太良駒ヶ岳

(だいらこまがたけ)
134

36 田代岳(たしろだけ) 125

37
碇ヶ関カルデラ
(いかりがせき)

108

38 三ツ森（みつもり） 106
39 阿闍羅山（あじゃらやま） 110
40 沖浦カルデラ(おきうら) 98
41 藤沢森(ふじさわもり) 99

42
南八甲田火山群

(みなみはっこうだ)
90

43
北八甲田火山群

(きたはっこうだ)
83

44 八甲田カルデラ(はっこうだ) 80

45
八幡岳火山群

(はちまんだけ)
75

46 十和田(とわだ) 103
47 先十和田（せんとわだ） 102
48 稲庭岳(いなにわだけ) 130
49 七時雨山(ななしぐれやま) 143
50 荒木田山(あらきだやま) 149

51
高倉・黒森

(たかくら・くろもり)
146

52 秋田焼山(あきたやけやま) 160
53 八幡平火山群(はちまんたい) 159
54 柴倉岳（しばくらだけ） 158

恵山が地理的領域内の第四紀火山であることに変更なし
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２．２ 完新世に活動を行った火山

火山名
敷地からの
離隔(km)

形式 最新活動

2 樽前山 149
火砕丘

溶岩ドーム
1981年

3 風不死岳 152
複成火山

溶岩ドーム
4,600-4,500年前

4 恵庭岳 160
複成火山

火砕丘，溶岩ドーム
200年前

5
倶多楽・登別火山群

[倶多楽]
126

複成火山－カルデラ
溶岩ドーム

200年前

12 有珠山 136
複成火山

溶岩ドーム
2000年

19 北海道駒ヶ岳 92 複成火山 2000年

23 恵山 50
複成火山

溶岩ドーム
1874年

27 渡島大島 158 複成火山 1759年

33 恐山 14
火砕丘－カルデラ

溶岩ドーム
２万年前

（噴気活動あり）

34 岩木山 111
複成火山

溶岩ドーム
1863年

43
北八甲田火山群

[八甲田山]
83

複成火山
溶岩ドーム

600-400年前

46 十和田 103
カルデラ－火砕流

複成火山,溶岩ドーム
915年

52 秋田焼山 160
複成火山

溶岩ドーム
1997年

53
八幡平火山群

[八幡平]
159 複成火山 7,000年前

※記載は，「日本の火山（第３版）」（中野ほか(2013)）による。[ ]内は，「日本活火山総覧（第４版）」（気象庁(2013) ）に
よる活火山名称

地理的領域内（施設から半径160kmの

範囲）における第四紀火山（54火

山）について，完新世に活動を行っ

た火山を抽出した。

その結果，樽前山，風不死岳，恵庭

岳，倶多楽・登別火山群，有珠山，

北海道駒ヶ岳，恵山，渡島大島，恐

山，岩木山，北八甲田火山群，十和

田，秋田焼山及び八幡平火山群の14

火山を抽出した。

また，恐山は完新世に噴火した火山

ではないが，「概ね過去１万年以内

に活動した火山及び現在活発な噴気

活動のある火山」が活火山と定義さ

れていることから，検討対象として

選定した。

（参考）
堀・長谷川（1999）によれば恐山直下の最上部マ
ントルから下部地殻にかけて低速度領域があると
され，この内部の最上部マントルには顕著なＳ波
反射面が存在することから，現在の恐山直下には，
深部マグマが存在する可能性もある。

恵山の火山の形式，最新活動に変更はなく，完新世に活動を行った火山であることに変更なし
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地理的領域内（施設から半径160kmの範囲）における第四紀火山を文献調査等から54火山抽出した。
完新世に活動を行った火山として，14火山抽出した。
完新世に活動を行っていないが将来の火山活動可能性が否定できない火山として，11火山抽出した。
以上より，施設に影響を及ぼし得る火山として25火山抽出した。

14

２．３ 施設に影響を及ぼし得る火山の抽出結果

火山名 敷地からの離隔(km)
2 樽前山 149
3 風不死岳 152
4 恵庭岳 160
5 倶多楽・登別火山群 126
6 ホロホロ・徳舜瞥 142
7 オロフレ・来馬 135
8 尻別岳 160
12 有珠山 136
19 北海道駒ヶ岳 92
21 横津岳 76
23 恵山 50
27 渡島大島 158
29 陸奥燧岳 19
33 恐山 14
34 岩木山 111
36 田代岳 125
41 藤沢森 99
42 南八甲田火山群 90
43 北八甲田火山群 83
44 八甲田カルデラ 80
45 八幡岳火山群 75
46 十和田 103
47 先十和田 102
52 秋田焼山 160
53 八幡平火山群 159

は，完新世に活動を行った火山

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）

地理的領域内の第四紀火山
（54火山）

完新世の活動があったか？

将来の活動可能性を以下
の判断基準から評価した。

最後の噴火からの経過期間
が全活動期間よりも長い
か？（活動期間が非常に短
い火山を含む）
最後の噴火からの経過期間
が，活動期間内の最大休止
期間よりも長いか？

将来の活動
可能性のな
い火山

（29火山）

Yes

完新世に活動を行った火山
（14火山）

Yes

将来の火山活動可能性が否定
できない火山（11火山）

No

No

施設に影響
を及ぼし得
る火山

（25火山）

恵山が施設に影響を及ぼし得る火山であることに変更なし
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３．抽出された火山の火山活動に関する個別評価

抽出された施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）について，火山活動に関する個別評価を行った。

今回対象外

火山影響評価フロー（原子力発電所の火山影響評価ガイドの基本フローに加筆）

内容に変更なし



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社 16

３．１ 設計対応不可能な火山事象と施設の位置関係

施設に影響を与える可能性のある火山事象及び位置関係
（原子力発電所の火山影響評価ガイド，一部加筆）

は，完新世に活動を行った火山

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）について，設計対応不可能な火山事象が施設に影響を及ぼす可能性について検
討した。
検討は，設計対応不可能な火山事象の影響範囲と施設から各火山への距離等に着目して行った。

火山名 敷地からの離隔(km)

2 樽前山 149

3 風不死岳 152

4 恵庭岳 160

5 倶多楽・登別火山群 126

6 ホロホロ・徳舜瞥 142

7 オロフレ・来馬 135

8 尻別岳 160

12 有珠山 136

19 北海道駒ヶ岳 92

21 横津岳 76

23 恵山 50

27 渡島大島 158

29 陸奥燧岳 19

33 恐山 14

34 岩木山 111

36 田代岳 125

41 藤沢森 99

42 南八甲田火山群 90

43 北八甲田火山群 83

44 八甲田カルデラ 80

45 八幡岳火山群 75

46 十和田 103

47 先十和田 102

52 秋田焼山 160

53 八幡平火山群 159

内容に変更なし
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３．１ 設計対応不可能な火山事象と施設の位置関係

火山名
敷地からの

距離(km)

火砕物密度流 溶岩流 岩屑なだれ等 新しい火口の

開口
地殻変動

160km 50km 50km

樽前山 149 ○ － － × ×

風不死岳 152 ○ － － × ×

恵庭岳 160 ○ － － × ×

倶多楽・登別火山群 126 ○ － － × ×

ホロホロ・徳舜瞥 142 ○ － － × ×

オロフレ・来馬 135 ○ － － × ×

尻別岳 160 ○ － － × ×

有珠山 136 ○ － － × ×

北海道駒ヶ岳 92 ○ － － × ×

横津岳 76 ○ － － × ×

恵山 50 ○ － － × ×

渡島大島 158 ○ － － × ×

陸奥燧岳 19 ○ 〇 〇 ○ ○

恐山 14 ○ 〇 〇 ○ ○

岩木山 111 ○ － － × ×

田代岳 125 ○ － － × ×

藤沢森 99 ○ － － × ×

南八甲田火山群 90 ○ － － × ×

北八甲田火山群 83 ○ － － × ×

八甲田カルデラ 80 ○ － － × ×

八幡岳火山群 75 ○ － － × ×

十和田 103 ○ － － × ×

先十和田 102 ○ － － × ×

秋田焼山 160 ○ － － × ×

八幡平火山群 159 ○ － － × ×

溶岩流及び岩屑なだれ等については，
敷地からの距離が50km以上である火
山については，評価対象外とした。
新しい火口の開口および地殻変動に
ついて，敷地に近い陸奥燧岳および
恐山を評価対象とした。

評価対象となる設計対応不可能な火山事象

○：評価対象事象，－：評価対象外，×：個々の火山との位置関係から影響がないと判断

恵山の評価対象となる設計対応不可能な火山事象が火砕物密度流であることに変更なし
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３．２ 火砕物密度流・溶岩流の影響評価（全対象火山）

第四紀火山の噴出物分布図によれば，仮にこれ
らの噴出物が火砕物密度流だと考えても，噴出
物の分布が山体周辺に限られることから，火砕
物密度流が敷地周辺に到達していないと考えら
れる。
ただし，陸奥燧岳および恐山については下北半
島西部に位置し，敷地からの距離が20km未満で
あることから，他の事象も含めてより詳細に検
討を実施した。

地理的領域内の第四紀火山噴出物

恵山の火砕物密度流が敷地周辺に到達していないと考えられることに変更なし
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恐山の活動可能性

３．２ 火砕物密度流・溶岩流の影響評価（まとめ）

19

調査分野
評価

火山地質 地球物理学 地球化学

・正津川・二又沢
・関根第１の計
３層の火砕流堆
積物が敷地に到
達している。

・地震波速度構造について，当社解析結果と防災科学技術研究所

（Matsubara et al., 2019)の解析結果は，整合的である。

・比抵抗構造について，当社解析結果と高倉（1994）の解析結果
は，整合的である。

・地震波速度構造と比抵抗構造ともに，恐山直下浅部の水の存在
を示唆している点で一致している。

・深さ20km以浅には大規模なマグマ溜まりが存在する可能性は小
さい。また，20km以深から連続する火道も見受けられない。

・地震活動は非常に低調であり，低周波地震も認められない。

・継続的な変位の累積を示す地殻変動は認められない。

・噴気中にマ
グマ由来の
火山ガス成
分は検出さ
れない。

・８万年前以降は
熱水活動が継続
している。

・火砕物密度流が
施設に影響を与
える可能性は十
分に小さい。

【まとめ】
活動履歴，地質調査，火山学的調査などの結果，恐山の活動は，古恐山火山とカルデラが形成された新恐山火山の活動
に大別される。現在は熱水活動がみられるものの，約８万年前以降，マグマの噴出を伴う火山活動は確認されていない。
地球物理学的調査，地球化学的調査などの結果から，深さ20km以浅には大規模なマグマ溜まりが存在する可能性は小さ
く，深部から連続する火道も認められない。
以上から，恐山は現在も熱水活動が生じているものの，マグマ噴火に伴う火砕物密度流が施設に影響する可能性は十分
に小さい。

ただし，過去のマグマ噴火に伴う火砕物密度流（最大VEI5）が敷地に到達していることから，火山影響評価の根拠が維
持されていることの確認を目的として供用期間中のモニタリングを行う。

内容に変更なし
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３．３ 設計対応不可能な火山事象の影響評価のまとめ

火山名
敷地からの
距離(km)

火砕物密度流 溶岩流 岩屑なだれ等
新しい火口の開口 地殻変動

160km 50km 50km

樽前山 149

〇
過去最大規模の火砕物密度流を考慮して
も，施設に影響を及ぼす可能性はない。

○

敷地と火山の
距離から，溶
岩流が施設に
影響を及ぼす
可能性はない。

○

敷地と火山
の距離から，
岩屑なだれ，
地滑り及び
斜面崩壊が
施設に影響
を及ぼす可
能性はない。

○

施設に影響を及ぼ
し得る火山が敷地
から十分離れてい
ることから，新し
い火口の開口が施
設に影響を及ぼす
可能性はない。

○

施設に影響を及
ぼし得る火山が
敷地から十分離
れていることか
ら，地殻変動が
施設に影響を及
ぼす可能性はな
い。

風不死岳 152

恵庭岳 160

倶多楽・登別火山群 126

ホロホロ・徳舜瞥 142

オロフレ・来馬 135

尻別岳 160

有珠山 136

北海道駒ヶ岳 92

横津岳 76

恵山 50

渡島大島 158

○：施設に影響を及ぼす可能性はない

20

恵山の設計対応不可能な火山事象が敷地に影響を及ぼす可能性はないことに変更なし
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火山名
敷地からの
距離(km)

火砕物密度流 溶岩流 岩屑なだれ等

新しい火口の開口 地殻変動

160km 50km 50km

陸奥燧岳 19 〇
過去最大規模の火砕物密度流を考慮して
も，施設に影響を及ぼす可能性はない。

〇

過去最大規模
の溶岩流を考
慮しても，施
設に影響及ぼ
す可能性はな
い。

〇

過去最大規
模の岩屑な
だれ等を考
慮しても，
施設に影響
を及ぼす可
能性はない。

〇

山体周辺で深部低
周波地震の発生が
認められず，新し
い火口の開口の可
能性はない。

〇
山体周辺で顕著
な地殻変動は見
られない。

恐山 14 ●
過去最大規模のマグマ噴火に伴う火砕物
密度流が敷地に到達しているが，マグマ
噴火が発生する可能性は十分に小さい。

岩木山 111

〇
過去最大規模の火砕物密度流を考慮して
も，施設に影響を及ぼす可能性はない。

○

敷地と火山の
距離から，溶
岩流が施設に
影響を及ぼす
可能性はない。

○

敷地と火山
の距離から，
岩屑なだれ，
地滑り及び
斜面崩壊が
施設に影響
を及ぼす可
能性はない。

○

施設に影響を及ぼ
し得る火山が敷地
から十分離れてい
ることから，新し
い火口の開口が施
設に影響を及ぼす
可能性はない。

○

施設に影響を及
ぼし得る火山が
敷地から十分離
れていることか
ら，地殻変動が
施設に影響を及
ぼす可能性はな
い。

田代岳 125

藤沢森 99

南八甲田火山群 90

北八甲田火山群 83

八甲田カルデラ 80

八幡岳火山群 75

十和田 103

先十和田 102

秋田焼山 160

八幡平火山群 159

○：施設に影響を及ぼす可能性はない。 ●：施設に影響を及ぼす可能性は十分に小さい。

内容に変更なし

３．３ 設計対応不可能な火山事象の影響評価のまとめ
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【まとめ】

設計対応不可能な火山事象（火砕物密度流，溶岩流，岩屑なだれ他，新しい火口の開口及び地殻変

動）のうち，恐山の火砕物密度流が敷地に到達している。

活動履歴，地質調査，火山学的調査などの結果，恐山の活動は，古恐山火山とカルデラが形成され

た新恐山火山の活動に大別される。現在は熱水活動がみられるものの，約８万年前以降，マグマの

噴出を伴う火山活動は確認されていない。

地球物理学的調査，地球化学的調査などの結果から，深さ20km以浅には大規模なマグマ溜まりが存
在する可能性は小さく，深部から連続する火道も認められない。

以上から，恐山は現在も熱水活動が生じているものの，マグマ噴火に伴う火砕物密度流が施設に影
響する可能性は十分に小さい。

ただし，過去のマグマ噴火に伴う火砕物密度流（最大VEI5）が敷地に到達していることから，火山
影響評価の根拠が維持されていることの確認を目的として供用期間中のモニタリングを行う。

内容に変更なし

３．３ 設計対応不可能な火山事象の影響評価のまとめ
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４．抽出された火山の火山活動に関する影響評価

施設の安全性に影響を及ぼす可能性のある火山事象について抽出を行った。

23

今回対象外

火山影響評価フロー（原子力発電所の火山影響評価ガイドの基本フローに加筆）

内容に変更なし
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４．１ 降下火砕物の影響評価（検討対象の選定フロー）

敷地および敷地近傍で確認されている降下火砕物（８テフラ）

白頭山苫小牧 阿蘇４ 宮後（恐山） 洞爺

中野沢第2（給源不明） 中野沢第1（給源不明）

稲崎ガラス質2（給源不明） 支笏第1（文献）

将来の発生可能性を否定できない降下火砕物（12テフラ）

樽前a フップシ1 恵庭a Nb-a（倶多楽・登別） 有珠b

駒ヶ岳d EsHD1（恵山） 渡島大島 宮後（恐山） 十和田中掫

Hk-4a（北八甲田） Iw-OG3（岩木山）

現状において同規模噴火の
可能性はあるか？

阿蘇４
洞爺
支笏第１

実績層厚 文献
白頭山苫小牧 10cm 5～10cm
宮後（恐山） 10cm
中野沢第2 7cm
中野沢第1 5cm
稲崎ガラス質2 5cm

敷地からの距離と噴火規模および方位に基づく

検討対象の絞り込み（噴火規模および方位が同

一であれば、敷地に近い火山を代表として選定）

宮後（恐山）
駒ヶ岳d
十和田中掫

YES

NO

END

分布層厚の不確かさ
の影響はあるか？

宮後（恐山）

白頭山苫小牧

NO

END

YES

中野沢第1，第2，稲崎ガラス質2は除外

実績に基づくと，宮後テフラ（恐山）のみが検討
対象となるが，十分な保守性を確保する観点
から，駒ヶ岳dテフラと十和田中掫テフラも含め
たシミュレーションによる評価を行う。

EsHD1（恵山）が将来の発生可能性を否定できない降下火砕物として選定されているが，検討対象とはならないことに変更なし
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敷地および敷地近傍で確認されている降下火砕物は， 白頭山苫小牧テフラ，宮後テフラ（恐山），阿蘇４テフラ，洞

爺テフラ， 中野沢第２テフラ（給原不明），中野沢第１テフラ（給原不明），稲崎ガラス質２テフラ（給原不明），支笏第１

テフラ（文献のみ）の８テフラである。

これらの火山灰のうち，洞爺テフラ，阿蘇４テフラおよび支笏第１テフラについては，巨大噴火に伴って噴

出したものであるが，このような巨大噴火が差し迫った状況ではない。

一方，白頭山苫小牧テフラ(10cm），宮後テフラ（10cm），中野沢第2テフラ（7cm） ，中野沢第1テフラ （5cm），稲崎

ガラス質2テフラ（5cm）については，層厚の比較から検討対象は白頭山苫小牧テフラと宮後テフラに絞り込まれる。

また，白頭山苫小牧テフラと宮後テフラの分布から，白頭山苫小牧テフラについては風向などの噴出時の不確

かさの影響は小さい。

したがって，敷地および敷地近傍で確認されている降下火砕物としては，宮後テフラを検討対象とする。
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４．２ 敷地および敷地近傍で確認されている降下火砕物

（まとめ） 内容に変更なし
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火山名 敷地からの離隔(km)

2 樽前山 149

3 風不死岳 152

4 恵庭岳 160

5 倶多楽・登別火山群 126

6 ホロホロ・徳舜瞥 142

7 オロフレ・来馬 135

8 尻別岳 160

12 有珠山 136

19 北海道駒ヶ岳 92

21 横津岳 76

23 恵山 50

27 渡島大島 158

29 陸奥燧岳 19

33 恐山 14

34 岩木山 111

36 田代岳 125

41 藤沢森 99

42 南八甲田火山群 90

43 北八甲田火山群 83

44 八甲田カルデラ 80

45 八幡岳火山群 75

46 十和田 103

47 先十和田 102

52 秋田焼山 160

53 八幡平火山群 159

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）

４．３ 評価対象となる降下火砕物
内容に変更なし
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火山名
敷地からの
離隔(km)

火山から敷地
への方位

選定した
噴出イベント

選定理由
規模
(VEI)

引用文献

2 樽前山 149 南 樽前a(Ta-a) 既往最大 5 古川・中川（2010）

3 風不死岳 152 南 フップシ1(Fp1) 既往最大 5 中川（1993）

4 恵庭岳 160 南 恵庭a(En-a) 既往最大 5 中川（1993）

5 倶多楽・登別火山群 126 南 Nb-a 現在の活動期における既往最大 1 Goto et al.(2015)

6 ホロホロ・徳舜瞥 142 南 －
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は確認できず，発生していたとしても小規模であ
り施設に影響しないと考えられる。

－ 太田(1954)

7 オロフレ・来馬 135 南 －
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は確認できず，発生していたとしても小規模であ
り施設に影響しないと考えられる。

－ 太田(1954)，斎藤ほか(1953)

8 尻別岳 160 南 尻別岳テフラ(Srb)
文献調査の結果,降下火砕物の発生実績は認められるが，噴出量や等層厚線図の知見は
確認できず，発生していたとしても小規模であり施設に影響しないと判断される。

不明 斎藤ほか(1956)，中川ほか(2011)

12 有珠山 136 南南東 有珠b(Us-b) 既往最大 5 曽屋ほか（2007）

19 北海道駒ヶ岳 92 南南東 駒ヶ岳d(Ko-d) 既往最大 5 吉本・宇井（1998），吉本ほか（2008）

21 横津岳 76 南南東 －
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は確認できず，発生していたとしても小規模であ
り施設に影響しないと考えられる。

－ 鈴木ほか(1969)，国府谷ほか(1967)

23 恵山 50 南 EsHD1 既往最大(溶岩ドーム除く) 3 Miura et al.(2013)，三浦ほか（2022）

27 渡島大島 158 東 1741-42年噴火(Os-a) 既往最大 4
産業技術総合研究所

地質調査総合センター編（2014）

29 陸奥燧岳 19 東南東
MHi-1-p1
MHi-3-ol

文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は認められるが，噴出量や等層厚線図の知見は
確認できず，発生していたとしても小規模であり施設に影響しないと判断される。

不明 梅田・古澤(2003)

33 恐山 14 北東 宮後テフラ 現在の活動期における既往最大 3

34 岩木山 111 北東 Iw-OG3 既往最大 4 斎藤・鈴木（2004）

36 田代岳 125 北東 －
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は確認できず，発生していたとしても小規模であ
り施設に影響しないと考えられる。

－ 宝田（1991）

41 藤沢森 99 北北東 －
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は確認できず，発生していたとしても小規模であ
り施設に影響しないと考えられる。

－ 宝田・村岡（2004）

42 南八甲田火山群 90 北北東 － 活動可能性はない －

43 北八甲田火山群 83 北北東 Hk-4a 現在の活動期における既往最大 2 工藤ほか(2003)

44 八甲田カルデラ 80 北北東 － 活動可能性はない －

45 八幡岳火山群 75 北北東 大中台溶岩・火砕岩
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は認められるが，噴出量や等層厚線図の知見は
確認できず，発生していたとしても小規模であり施設に影響しないと判断される。

不明 工藤ほか(2020)

46 十和田 103 北北東
十和田中掫軽石

(To-Cu)
現在の活動期における既往最大 5 Hayakawa（1985）

47 先十和田 102 北北東
岩岳溶岩・火砕岩

高山溶岩・火山砕屑岩等
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は認められるが，噴出量や等層厚線図の知見は
確認できず，発生していたとしても小規模であり施設に影響しないと判断される。

不明 工藤（2018）

52 秋田焼山 160 北北東
鬼ヶ城火山灰,

中ノ沢溶岩類等
文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は認められるが，噴出量や等層厚線図の知見は
確認できず，発生していたとしても小規模であり施設に影響しないと判断される。

不明 大場(1991)

53 八幡平火山群 159 北北東
前森山火山噴出物,
大深岳火山岩類等

文献調査の結果，降下火砕物の発生実績は認められるが，噴出量や等層厚線図の知見は
確認できず，発生していたとしても小規模であり施設に影響しないと判断される。

不明 大場・梅田(1999)

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）における噴出イベントの抽出

４．３ 評価対象となる降下火砕物（イベントの選定）
恵山において選定される噴出イベント，規模(VEI)に変更なし
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対象火山の敷地からの距離と

ＶＥＩの関係から，影響評価と

しては，ＶＥＩ３の恐山宮後テフ

ラ（西側）とＶＥＩ５の北海道駒

ヶ岳ｄテフラ（北側）および十

和田中掫テフラ（南側）を考慮

することとした。

28

４．３ 評価対象となる降下火砕物

（噴火規模と距離による絞り込み）
恵山のEsHD1（降下火砕物を伴う）の規模(VEI)に変更なく，降下火砕物の影響評価にて考慮するテフラに変更なし
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敷地および敷地近傍で確認されている降下火砕物のうち，宮後テフラ（恐山）と白頭山苫小牧テフラの層厚が最

大（10cm）である。

また，将来の活動性が否定できない降下火砕物として，宮後テフラ（恐山），北海道駒ヶ岳ｄテフラ，十和田中

掫テフラを対象とした火山灰シミュレーションを実施した結果，以下のような結果となった。

・恐山（宮後テフラ） ： 30cm

・北海道駒ヶ岳（Ko-d）： 4cm

・十和田（To-Cu） ： 10cm

なお,白頭山苫小牧テフラについては，前述したように実績の分布主軸が敷地方向と合致していることから，シ

ミュレーションの対象外とした。

設計に用いる火山灰層厚としては，前述したように十分な保守性を確保する観点から，火山灰シミュレーション

による最大値（宮後テフラ：30cm）を採用し30cmとする。

宮後テフラの密度は露頭で採取した試料の土質試験結果から乾燥密度を0.8g/cm3としているが，設計荷重として

は，湿潤密度1.4g/cm3をさらに保守的に評価し1.5g/cm3としている。

29

４．４ 降下火砕物の影響評価（まとめ）
内容に変更なし
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４．５ 降下火砕物以外の火山事象の影響評価

施設に影響を与える可能性のある火山事象及び位置関係
（原子力発電所の火山影響評価ガイド，一部加筆）

は，完新世に活動を行った火山

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）

施設に影響を及ぼし得る火山（25火山）を対象に，火山性土石流等，火山から発生する飛来物，火山ガス及びその他の
火山事象の影響可能性を検討した。
検討は，各火山事象の影響範囲と施設から各火山への距離や，施設周辺の地形等に着目して行った。

火山名 敷地からの離隔(km)
2 樽前山 149
3 風不死岳 152
4 恵庭岳 160
5 倶多楽・登別火山群 126
6 ホロホロ・徳舜瞥 142
7 オロフレ・来馬 135
8 尻別岳 160
12 有珠山 136
19 北海道駒ヶ岳 92
21 横津岳 76
23 恵山 50
27 渡島大島 158
29 陸奥燧岳 19
33 恐山 14
34 岩木山 111
36 田代岳 125
41 藤沢森 99
42 南八甲田火山群 90
43 北八甲田火山群 83
44 八甲田カルデラ 80
45 八幡岳火山群 75
46 十和田 103
47 先十和田 102
52 秋田焼山 160
53 八幡平火山群 159

内容に変更なし



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

(流域界)

出戸川

正津川

美付川

リサイクル燃料
備蓄センター

恐山北東斜面の地形（正津川・出戸川・美付川流域の関係）

【陸奥燧岳および恐山以外の火山】
各火山から敷地までには地形的障害が存
在し，これらの火山で火山性土石流など
が発生しても敷地に到達する可能性はな
い。

【陸奥燧岳】
陸奥燧岳と恐山との境界に大畑川が流れ
ており，恐山が地形的障害となることか
ら，仮に火山性土石流等が発生しても敷
地に到達する可能性はない。

【恐山】
恐山北東には，正津川[しょうつがわ]，
出戸川[でとがわ]及び美付川[びつけが
わ]が流れている。
敷地は美付川の流域に位置しており，恐
山の火山性土石流等が直接的に影響する
可能性は小さい。

宇曽利山湖

大畑川

31

恵山から敷地までには地形的障害が存在し，火山性土石流などが発生しても敷地到達する可能性はないことに変更なし

４．５ 降下火砕物以外の火山事象の影響評価（火山性土石流・泥流）
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火山名
敷地からの距離

(km)

火山性土石流等 飛来物（噴石） 火山ガス
その他の火山事象

120km 10km 160km

樽前山 149

〇
各火山から敷地までには地形的障害が存在
し，これらの火山で火山性土石流などが発
生しても敷地に到達する可能性はない。

〇

敷地と火山の距離から，
飛来物（噴石）が施設
に影響を及ぼす可能性
はない。

〇

敷地は火山ガスが滞留
するような地形条件に
ないことから，火山ガ
スが施設に影響を及ぼ
す可能性はない。

〇

敷地と火山は十分な
離隔があることから，
その他の火山事象が
施設に影響を及ぼす
可能性はない。

風不死岳 152

恵庭岳 160

倶多楽・登別火山群 126

ホロホロ・徳舜瞥 142

オロフレ・来馬 135

尻別岳 160

有珠山 136

北海道駒ヶ岳 92

横津岳 76

恵山 50

渡島大島 158

陸奥燧岳 19

恐山 14 〇
恐山は敷地周辺の河川流域にはなく，火山
性土石流が施設に到達する可能性はない。

岩木山 111

〇
各火山から敷地までには地形的障害が存在
し，これらの火山で火山性土石流などが発
生しても敷地に到達する可能性はない。

田代岳 125

藤沢森 99

南八甲田火山群 90

北八甲田火山群 83

八甲田カルデラ 80

八幡岳火山群 75

十和田 103

先十和田 102

秋田焼山 160

八幡平火山群 159

○：施設に影響を及ぼす可能性はない

火山性土石流等，火山から発生する飛来物，火山ガス及びその他の火山事象が施設に影響を及ぼす可能性はない。

４．５ 降下火砕物以外の火山事象の影響評価（まとめ）
恵山は火山性土石流等，火山から発生する飛来物，火山ガス及びその他の火山事象が施設に影響を及ぼす可能性はないことに変更なし
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【施設に影響を及ぼし得る火山の抽出】
・敷地を中心とする半径160kmの範囲には，54の第四紀火山がある。
・敷地を中心とする半径160kmの範囲の第四紀火山について，完新世の活動の有無，活動可能性の検討を行い，施設
に影響を及ぼし得る火山として，以下の25火山を抽出した。

（完新世に活動を行った火山）
樽前山，風不死岳，恵庭岳，倶多楽・登別火山群，有珠山，北海道駒ヶ岳，恵山，渡島大島，恐山，岩木山，北
八甲田火山群，十和田，秋田焼山及び八幡平火山群（計14火山）

（将来の火山活動可能性が否定できない火山）
ホロホロ・徳舜瞥，オロフレ・来馬，尻別岳，横津岳，陸奥燧岳，田代岳，藤沢森，南八甲田火山群，八甲田カ
ルデラ，八幡岳火山群及び先十和田（計11火山）

【抽出された火山の火山活動に関する個別評価】
・敷地との距離，地形的条件，個別評価等の結果から，設計対応不可能な火山事象（火砕物密度流，溶岩流，岩屑な
だれ他，新しい火口の開口及び地殻変動）が施設に影響を及ぼす可能性は十分に小さい。

・ただし，過去のマグマ噴火に伴う火砕物密度流（最大VEI5）が敷地に到達していることから，火山影響評価の根拠
が維持されていることを継続的に確認することを目的として供用期間中のモニタリングを行う。

【施設に影響を及ぼし得る火山事象の抽出】
・考慮すべき降下火砕物として宮後テフラ（恐山の過去最大規模の水蒸気噴火）を抽出し，不確かさを考慮した火山
灰シミュレーションを実施した結果，設計上考慮すべき火山灰堆積厚を30cmとした。また，設計上考慮する降下火
砕物の密度は1.5g/cm3とした。

・火山性土石流，飛来物（噴石），火山性ガス及びその他の火山事象のうち影響を評価すべき事象はない。

５．まとめ
恵山の「個別評価」，「影響評価」に変更なく，まとめの内容に変更なし
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